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① 本町の企業誘致活動について 
 本町は、地理的又、交通の利便性で長崎市のベッドタウンとの位置付けで住宅建
設に力を入れて街づくりを行ってきた経緯があります。私もそのことは間違っては
いなかったとの認識であります。しかしながら、本町では高田南土地区画整理事業
も終わり、町内大型開発も一定程度落ち着きをみせる局面になりつつあるようで
す。そのような時、今後どの様にして本町が発展をしていくのかを考察した時に賑
わい、人口増加、税収と多角的に考えていかなければと感じます。税収の観点から
は、長いこと更地にしていた西側埋め立て地に時津町より、企業の進出が今年ある
と言う事を聞かされ、本当に良かったと感じております。今後税収の面でも期待さ
れると思います。 

 本町では、このような企業進出を今後も更に力を入れていくべきと思います。た
だ本町では、立地的ロケーションを考えると、ものづくり企業には不向きのようだ
と感じます。出来れば、ものづくりではない企業の誘致が求められると考えます。 
 そこで、本町にある県立大学シーボルト校情報システム学部に、企業が大学と共
同研究をしているラボがいくつかあります。ここで共同研究している企業は、一定
期間が過ぎると大学から退去してしまいます。この退去する企業にぜひ本町に研究

所を移して頂いて、研究の継続をして頂くことで、雇用の創出になります。現実、
私が県立大学シーボルト校の学生と話をする機会があり会話をすると、ぜひ長与町
にラボを誘致してください、私達はそこで働きたいです。との返事もありました。
実際このような施策を実施して成功している場所が各地にあります。そこで、本町
でも実施できないか伺います。 

 
② 本町の施設管理と運用について 
 本町には住民の方が利用する施設が多数あります。町民の皆さんは、それぞれの
施設を人生を豊かにするべく、ある方は趣味に、またある方は体力維持や、健康増
進のために、球技や、文化活動となる各種のお稽古事や、グループ活動など、TPO
に合わせて利用しているようです。しかしながら、本町の各種施設利用に対して、
使用料の徴収が行われているようです。この件に対して町民の間では根強い不信感
がいまだあるようです。 
 本来ならば、社会教育推進を図る行政が利用料を徴収するのは合点がいかないと
の意見が複数あります。ある高齢者の方は「前はグランドも無料やったから毎日利
用できたけど、この頃はお金のかかるとよ、回数を減らさんば」とのご意見も聞き

ました。このようなご意見は潜在的に多いと思います。今後以前の様な施設使用料
無料に戻して使用することが出来ないか質問します。 

 

 


